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農林⽔産省における宇宙関係予算について

○ 本年６⽉に閣議決定された宇宙基本計画に基づき、衛星測位技術を⽤いた農機の⾃動⾛⾏技術や、
林業・⽔産業分野での衛星情報の活⽤等、スマート農林⽔産業の取組を推進。

○ 令和６年度予算概算要求において、対前年⽐38.4億円増の72.0億円を要求。

４．宇宙政策に関する具体的アプローチ
（2）国⼟強靱化・地球規模課題への対応とイノベーションの実現に向けた具体的アプローチ
(d)衛星開発・利⽤基盤の拡充

【衛星データ（衛星リモートセンシング・測位）の利⽤拡⼤と政府によるサービス調達の推進】

衛星測位技術を⽤いた農機の⾃動⾛⾏技術、衛星画像を活⽤した作物の⽣育状況診断や、林業・⽔産業分野での
衛星情報の活⽤等、スマート農林⽔産業技術の開発・実証・実装を⼀層推進し、農林⽔産業の⽣産現場における担い⼿
の減少や⾼齢化による労働⼒不⾜などの課題解決を図る。

【宇宙基本計画における農林⽔産分野の位置づけ】
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令和６年度予算概算要求 令和５年度当初予算 対前年増減

総額 72.0億円 33.6億円 ＋38.4億円
（前年⽐︓2.1倍）

【令和６年度宇宙関係予算概算要求について】



農機の⾃動⾛⾏

GNSS・⾃動操舵の普及状況

（参考１）農業分野における衛星技術の活⽤事例

・⼈⼝減少下における将来の労働⼒の状況を⾒据え、⽣産性の⾶躍的向上に資するスマート農業技術の開発・
改良・実⽤化を進めるとともに、衛星測位技術などを活⽤し、海外依存度の⾼い農業資材や労働⼒の削減などに
資する技術の実証を引き続き進める。

⾃動操舵システム

GNSSガイダンスシステム

衛星データを活⽤し農機を直進制御する技術は、
⾮熟練者の作業改善等に寄与し、現場で普及が
進む。

（株）クボタ（⼤阪府）

衛星測位技術を⽤いて、無⼈⾃動運転
で⽶及び⻨の収穫が可能なコンバインを
業界で初めて販売。
主要農機(トラクタ、コンバイン、⽥植機)
全てで無⼈⾃動運転が実現。

無⼈⾃動運転が
可能なコンバイン

(2024年1⽉発売予定)

GNSSガイダンスシステム等
累計出荷台数の推移（台数）

H23 R4

GNSS 1,630 33,710

⾃動操舵 120 22,970

（北海道庁調査）

衛星リモートセンシング等による「ほ場内のNDVI(⽣育)
のバラつき」をマップ化

従来のセンシングによる肥料不⾜箇所の特定に加え、当該箇所の
⼟壌診断データを加味することで、肥料成分ごとの必要量を正確に
把握したうえでの可変施肥が可能となり、収量の向上と余分な肥
料投与の抑制を両⽴。

⼟壌診断
データを加
味

リン過剰︕

⽇照不⾜︕ 窒素不⾜︕

「何らか」の
理由で⽣育
不⾜

衛星リモート
センシング
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衛星リモートセンシング



（参考２）林業分野における衛星技術の活⽤事例

林業機械の⾃動化、GNSS受信機の導⼊推進

衛星測位技術等を⽤いて林業機械の⾃動化に向
けた技術開発・実証を実施中。また、森林資源・
境界管理の効率化に向けてGNSS活⽤を推進。

【⾃動化林業機械(開発・実証中)】

下刈り機械丸太運搬機械

【GNSSを活⽤した森林資源・境界管理(普及段階)】

・２⼈１組で距離・⾓度を測量
・⼿書きの数値から⾯積計算

・１⼈で⼿軽に境界測量
・境界データを施業提案に反映

従来⽅法 GNSS活⽤

衛星画像や森林GISの整備・活⽤
森林GISを⽤いて、衛星画像と森林の樹種や
管理状況の情報等を重ねて表⽰し、活⽤する
ことで、効率的な森林整備を推進。
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【衛星画像】 【森林基本図等の情報】

【森林GIS】
衛星画像と森林の情報を重ね合わせ表⽰し、各種検討等で活⽤



漁業取締りにおける衛星船位測定送信機(ＶＭＳ)の活⽤

農林⽔産⼤⾂が漁業を許可する国内漁船全船に、
衛星船位測定送信機（VMS）を設置することにより、
違反操業の防⽌と漁業取締り等管理の効率化。

また、外国漁船対策として、衛星を利⽤したAIS（船
舶⾃動識別装置）情報を利⽤し、監視体制の強化
を図る。

通信衛星

漁業取締船

データセンター
漁船の位置

沖合・遠洋漁船への漁海況情報の提供

⼈⼯衛星、漁船等からのデータを基にした海⽔温の広
域分布図や各種海洋データを集約して、⾼精度の⽔
温図、⿊潮などの海流の⽅向流速等の漁場探索に役
⽴つ情報を、漁業関係者等へ提供。

（参考３）⽔産業分野における衛星技術の活⽤事例
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NOAA衛星等
直接受信システム

データの
処理解析

高精度の水温図

人工衛星
GCOM-W
「しずく」

JAXA
衛星センター

インターネット

漁船および
漁業関係者

試験研究機関

現場の
水温データ

体系図



（参考４）衛星技術を活⽤した農林⽔産⾏政の効率化

現場の農地情報を⼀元的に管理し、そこに衛星
画像、作物情報等を重ねることで、地域農業の
抜本的な効率化・⾼度化を図る「農林⽔産省地
理情報共通管理システム（eMAFF地図）」の
開発を進めるとともに、現地確認アプリなどリ
リースした機能の運⽤を開始。

eMAFF地図の開発・運⽤
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現地確認アプリ

現場で農地の周辺地図や
申請情報を確認し、確認
結果をデータ⼊⼒できる
など農地関連業務が効率
化

（農地の現場情報を統合）
eMAFF地図

⽔⽥台帳

農地台帳

筆ポリゴン

不動産登記簿情報

共済台帳

⽇本型直接⽀払い関係の３台帳

衛星画像を活⽤した統計調査⼿法の開発

作物統計調査の現地実測調査について、効率的
な調査⼿法の確⽴を検討するため、⼈⼯知能
（AI）による機械学習技術を⽤いて、⼩型⼈⼯
衛星により⾼頻度で撮影した光学衛星画像デー
タを解析し、農地の区画ごとの作付状況を判断
する⼿法の開発に取り組んでいるところ。

⽔稲
⻨

キャベツ

【イメージ】


